
議案第１１号 

 

   北名古屋市消防団条例の一部改正について 

 

 北名古屋市消防団条例の一部を改正する条例を別紙のとおり定めるもの

とする。 

 

  令和４年２月２４日提出 

 

              北名古屋市長 長 瀬  保       

 

 

   提案理由 

 

 この案を提出するのは、非常勤消防団員の報酬等の基準に鑑み、消防団

員の確保及び処遇改善を図るため、本条例の一部を改める必要があるから

である。 



   北名古屋市消防団条例の一部を改正する条例 

 

 北名古屋市消防団条例（平成１８年北名古屋市条例第１４０号）の一部

を次のように改正する。 

 第５条第１項中「すべて」を「全て」に改める。  

 第６条第４号中「もの」を「者」に改める。 

 第１０条ただし書中「水火災その他の災害」を「災害（水火災、地震そ

の他の災害をいう。以下同じ。）」に改める。 

 第１４条を次のように改める。 

 （報酬の支給） 

第１４条 基本団員の報酬は、年額報酬及び出動報酬とする。  

２ 機能別団員の報酬は、出動報酬とする。 

３ 年額報酬の額は、別表第１に掲げるとおりとする。  

４ 出動報酬の額は、別表第２に掲げるとおりとする。  

５ 報酬の支給方法は、市長が別に定める。 

 第１５条に次の２項を加える。 

２ 第３条に規定する区域外に在住する団員が災害、警戒、訓練その他市  

 長が認める職務に従事する場合においては費用弁償を支給するものとし、  

その額は１回につき１００円とする。 

３ 前項の費用弁償の支給方法は、市長が別に定める。  

 別表第１及び別表第２を次のように改める。 

別表第１（第１４条関係） 

区分 年額報酬の額 

団長 ２１６，０００円 

副団長 １５０，０００円 

分団長 ９６，０００円 

副分団長 ７８，０００円 

部長 ６０，０００円 

班長 ３５，０００円 



基本団員（上記に掲げる者を除く。） ３３，０００円 

別表第２（第１４条関係） 

区分 出動報酬の額 

災害の場合 １日につき ８，０００円以内 

警戒の場合 １回につき ４，０００円以内 

訓練の場合 １回につき ４，０００円以内 

その他市長が認める場合 １回につき ４，０００円以内 

   附 則 

 この条例は、令和４年４月１日から施行する。  


